
7．病院群の構成等 別表

基幹型又は地域密着型病院の名称（所在都道府県）：　盛岡赤十字病院 （　岩手県　）
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盛岡
岩手県 盛岡

岩手医科大学附属病院
(病院施設番号:030041　　　) 岩手県 盛岡

医療法人社団帰厚堂南昌病院
(病院施設番号:031171　　　)

盛岡赤十字病院卒後臨床研修

プログラム(030043502) 8

岩手県 盛岡
岩手県立中央病院
(病院施設番号:030042　　　) 岩手県 盛岡

国民健康保険葛巻病院
(病院施設番号:034039　　　)

岩手県 胆江
岩手県立胆沢病院
(病院施設番号:030044　　　) 岩手県

岩手県赤十字血液センター
(病院施設番号:034040　  　)

愛知県 尾張東部
藤田医科大学病院
(病院施設番号:030421　　　) 岩手県 盛岡

医療法人葵会もりおか往診
ホームケアクリニック
(病院施設番号:034892　  　)

岩手県 両磐
岩手県立磐井病院
(病院施設番号:030780　　　) 岩手県 盛岡

岩手医科大学附属内丸メディ
カルセンター
(病院施設番号:0117791     )

○

岩手県 気仙
岩手県立大船渡病院
(病院施設番号:030782　　　)

岩手県 釜石
岩手県立釜石病院
(病院施設番号:030783　　　)

岩手県 宮古
岩手県立宮古病院
(病院施設番号:030784　　　)

岩手県 久慈
岩手県立久慈病院
(病院施設番号:030785　　　)

岩手県 二戸
岩手県立二戸病院
(病院施設番号:030786　　　)

岩手県 盛岡
盛岡市立病院
(病院施設番号:031169　　　)

岩手県 岩手中部
北上済生会病院
(病院施設番号:031193　　　)

岩手県 岩手中部
岩手県立中部病院
(病院施設番号:080001　　　)

岩手県 盛岡
都南病院
(病院施設番号:034037　　　)

岩手県 盛岡
未来の風せいわ病院
(病院施設番号:066066　　　)

※　該当する項目について、上から病院施設番号順に詰めて記入すること。
※　病院群を構成するすべての基幹型病院、地域密着型病院、協力型病院及び臨床研修協力施設（今回の届出により削除しようとするものを含む。）の所在都道府県、二次医療圏、名称をそれぞれの「所在都道府県」、
　　「二次医療圏」、「名称」欄に記入（既に病院施設番号を取得している研修病院等は番号を「名称」欄に記入）した上で、それぞれの施設が新たに臨床研修協力病院（協力施設）となる場合は
　　「新規」欄に「○」を記入し、また、臨床研修病院（協力施設）を追加又は削除する場合にはそれぞれの施設が以前の病院群に追加されるか以前の病院群から削除されるかにより「追加・削除」
　　欄に「追加」又は「削除」を記入すること。
※　当該病院群に係るすべての研修プログラムの名称及び募集定員（自治医科大学卒業生分等マッチングによらないものを含む）を「研修プログラム」欄に記入すること。

研修プログラム

盛岡赤十字病院

(病院施設番号:０３００４３)

病院群を構成する臨床研修病院及び研修協力施設（病院又は診療所に限る）が同一の二次医療圏又は同一の都道府県を越えている場合は、その理由を以下に記載。　

　県内の総合診療科を有する２病院は、必ずしも受入れ可能ではなく、救命救急センターと救急総合診療部が一体の施設はないため、藤田医科大学病院 救急総合診療部門から講師を招く
など、総合診療医としての基礎スキル向上を図っている。そこで、地域医療の根幹を担う救急総合診療医の研修を２年次プログラムの選択期間を利用して、藤田医科大学病院救命救急セン
ターで研修を行うことで、患者の訴えを詳細に聴取しながら、問題点を特定の臓器のみだけで考察することなく、全身で考えられるような教育が可能であり、また全国から集まる研修医と
切磋琢磨し、より良い研修が期待できる。
　藤田医科大学病院の救命救急センターでは、救急総合診療部やNCU、CCU、GICUなどが一体となり、総合的な救急体制をとっている。初期診療を研修する上では最高の環境である。

岩手県
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